別紙１１ 申請前チェック結果の表示
「申請前チェック状況取得」処理及び「申請前チェック結果取得」処理により取得した情報を基に、利用者に申請前チェック結果の表示を行う。

申請前チェック状況
申請前チェック状況の各項目の内容について「表 1」に示す。なお、詳細な内容については、Webサービス編の【別紙１】登記・供託オンライン申請システムAPIの「RetrievePreSubmissionCheckJokyoResponse」を参照。

[bookmark: _Ref25082364]表 1 申請前チェック状況
	No.
	項目
	パラメータ名
	設定値

	1
	申請前チェック状況
	results
	

	2
	
	事前チェック番号
	checkBango
	string型
16桁の半角数字

	3
	
	申請前チェック状況
	checkJokyo
	string型
・1：チェック中
・10：チェック完了
・11：削除済み
・12：システムエラー

	4
	
	チェック結果数
	checkKekkasu
	integer型
0～999

	5
	
	チェック結果数上限超過フラグ（不動産突合）
	checkKekkasuJogenChokaFlagFudosanTotsugo
	boolean型
・true：不動産突合チェックにおいて検知した結果数が、上限値(99件)を超える場合
・false：上限値を超えない場合

	6
	
	チェック結果数上限超過フラグ（会社法人突合）
	checkKekkasuJogenChokaFlagKaishaHojinTotsugo
	boolean型
・true：会社法人突合チェックにおいて検知した結果数が、上限値(30件)を超える場合
※令和８年１０月現在、実際にtrueになることはない。
・false：上限値を超えない場合

	7
	
	チェック結果数上限超過フラグ（区・順位番号の整合性チェック）
	checkKekkasuJogenChokaFlagKuJunibangoSeigosei
	boolean型
・true：区・順位番号の整合性チェックにおいて検知した結果数が、上限値(99件)を超える場合
・false：上限値を超えない場合

	8
	
	チェック結果数上限超過フラグ（商業）
	checkKekkasuJogenChokaFlagShogyo
	boolean型
・true：商業突合チェックにおいて検知した結果数が、上限値(20件)を超える場合
・false：上限値を超えない場合

	9
	
	事前チェックステータス
	checkStatus
	String
・0：正常
・1：ワーニング
・2：エラー





申請前チェック状況の各項目の設定内容と、表示するメッセージとの関係について、以下に示す。

· No.2：事前チェック番号
申請前チェック状況取得の実施時にリクエストパラメータで設定した「事前チェック番号」（半角数字16桁）を設定。
・申請書作成ソフトで保持している申請データと、取得した申請前チェック状況を突き合わせるために使用する。
・特に利用者に表示する必要はない。

· No.3：申請前チェック状況
申請前チェック処理の現在の状況を設定。
・"1"：チェック中
申請前チェックの実施中である状態。
・"10"：チェック完了
申請前チェックが完了し、申請前チェック結果が登録された状態。当パラメータが返却された場合、No.4「チェック結果数」の値により、申請前チェック結果取得を行って表示するか、チェック結果異常なしであることを利用者に表示する。
・"11"：削除済み
チェック処理の開始から一定期間経過して申請前チェックデータが削除された状態。当パラメータが返却された場合は、データが削除された旨を利用者に表示する。
・"12"：システムエラー
システムにおいてエラーが発生したため、申請前チェック処理の実行に失敗した状態。当パラメータが返却された場合は、処理に失敗したことを利用者に表示する。

· No.4：チェック結果数
申請前チェック処理で検知した、補正の対象となる可能性のある入力内容の件数を設定。
・0の場合
チェック結果異常なしであることを利用者に表示する。
・1以上の場合
当データの「事前チェック番号」で申請前チェック結果取得を行い、取得した結果を利用者に表示する。
· No.5～7：（不動産の各項目における突合）「上限超過フラグ」
不動産の手続様式で申請前チェック処理を行った場合に“true”が設定される可能性がある。
申請前チェック機能で検出した、補正の対象となる可能性のある入力内容の件数が、それぞれの区分における上限値を超過したか示すフラグ。
“true”が設定された場合、その区分におけるチェックで検出された結果のうち、申請書作成ソフトに連携されない内容が存在することを意味する。
いずれかの項目に”true”が設定されていた場合、申請前チェック結果を利用者に表示する際に、「（チェック件数の上限を超過したため）表示できない内容がある」旨のメッセージを表示するなどの対策を講じること。
なお、No.6の会社法人突合については、令和８年１０月現在、登記記録と突き合わせてチェックが行われる項目数が最大３０件であるため、”true”が設定されることはない。
各区分における、申請前チェック処理で検出可能な項目数の上限値は以下のとおり。
・No.5（不動産突合）：99件
・No.6（会社法人突合）：30件
・No.7（区・順位番号）：99件

· No.8：チェック結果数上限超過フラグ（商業）
商業・法人の手続様式で申請前チェック処理を行った場合に“true”が設定される可能性がある。
申請前チェック機能で検出した、補正の対象となる可能性のある入力内容の件数が、上限値を超過したか示すフラグ。
“true”が設定された場合、申請前チェックで検出された結果のうち、申請書作成ソフトに連携されない内容が存在することを意味するため、申請前チェック結果を利用者に表示する際に、「（チェック件数の上限を超過したため）表示できない内容がある」旨のメッセージを表示するなどの対策を講じること。
商業・法人の手続様式における、申請前チェック処理で検出可能な項目数の上限値は以下のとおり
・No.8（商業）：20件


· No.9：事前チェックステータス
申請前チェック結果のステータスを設定。
・"0"：正常
申請前チェックの結果、補正の対象となる可能性のある入力内容を検出しなかった場合に設定する。
・"1"：ワーニング
申請前チェックの結果、補正の対象となる可能性のある入力内容を検出し、その内容が、修正を行わずに申請書を送信することが可能な事象（ワーニング）である場合に設定する。
・"2"：エラー
申請前チェックの結果、補正の対象となる可能性のある入力内容を検出し、その内容が、修正するまで申請書を送信することが許可されない事象（エラー）である場合に設定する。
※「”2”：エラー」が返却されるのは、商業・法人の手続様式において申請前チェックを行った場合のみであり、不動産の手続様式の場合は返却されない。また、申請書の「登記申請書/別紙/登記すべき事項」要素に、“「商号」〇〇〇 ” の形式で入力した内容に、商号として使用できない文字が含まれていた場合にのみ、「”2”：エラー」が返却される。

申請前チェック結果
申請前チェック結果の各項目の内容について「表 2」に示す。なお、詳細な内容については、Webサービス編の【別紙１】登記・供託オンライン申請システムAPIの「PreSubmissionCheckKekkaResponse」を参照。

[bookmark: _Ref200350952]表 2 申請前チェック結果
	No.
	項目
	パラメータ名
	

	1
	事前チェック番号
	checkBango
	string 16桁の半角数字

	2
	申請前チェック結果リスト
	checkKekkaList
	

	3
	
	チェック結果
	checkKekka
	string 

	4
	
	項目名
	komokuMei
	string 

	5
	
	明細番号
	meisaiBango
	integer 

	6
	
	明細区分
	meisaiKubun
	string 1桁
・1：不動産突合（申請単位）
・2：不動産突合（物件単位）
・3：会社法人突合
・4：区・順位番号
・5：商業





申請前チェック結果の各項目の設定内容と、表示するメッセージとの関係について、以下に示す。
· No.1：事前チェック番号
「申請前チェック状況」のNo.2、「事前チェック番号」と同等。

· No.3：チェック結果
申請前チェックにより検知した、補正の対象となる可能性のある入力について、内容と対処案を利用者が確認可能な形式（自然文）で設定。
当項目の内容を、そのまま利用者に表示すること。
【例】『所在が登記記録と一致しません。記載内容を確認してください。』
・商業・法人の手続様式で申請前チェック処理を行った場合、チェック結果に、申請書の入力内容の一部（申請人の氏名や商号等）を設定することがあり、当該の入力内容に、登記統一文字等の形式で入力したJIS X 0208-1997の範囲外の文字が存在する場合は、当該の文字を「＿」に置き換えて返却することがある。そのため、申請書作成ソフトにおいては、チェック結果の一部の文字が「＿」で表示される可能性のある旨を表示するなど、任意で対策を講じること。
【例】『商号／名称に「Α」（１文字目・ギリシャ文字等）、「Β」（２文字目・ギリシャ文字等）、「＿」（３文字目）等は使用できません。入力内容を修正の上申請前チェックを再度実施してください。』
『山田＿郎（代表取締役）の住所が不足しています。入力内容を確認してください。』

· No.4：項目名
申請前チェックにより検知した、補正の対象となる可能性のある入力について、入力された項目名を設定。なお、No.6「明細区分」の値により、先頭に以下の通り文字列を補足して表示することが望ましい。
・「明細区分」が「"2"：不動産突合（物件単位）」の場合、「項目名」に、対象の物件の項番が全角数字で設定されるので、先頭に「申請物件No.」のような文字列を補足する。
【例】「１　土地の表示履歴　地目」…返却値
「申請物件No.１　土地の表示履歴　地目」…赤文字部分を補足
・「明細区分」が「"3"：会社法人突合」の場合、「項目名」に、対象の会社法人等番号が設定されるので、先頭に「会社法人等番号」のような文字列を補足する。
【例】「0100-01-123456　商号・名称」…返却値
「会社法人等番号0100-01-123456　商号・名称」…赤文字部分を補足

· No.5：明細番号
各申請前チェック結果につき、一意の異なる番号（1～999）を設定。表示に使用しなければ読み捨てて問題ない。

· No.6：明細区分
当該申請前チェック結果を検知した契機となるチェック内容の区分を設定。No.4「項目名」に示したとおり、項目名の表示を補足する場合に使用する。特に使用しなければ読み捨てて問題ない。
表示例
申請前チェック結果を利用者に表示する例として、申請用総合ソフトにおける表示内容を以下に示す。

不動産の手続様式の場合
· チェック件数上限超過している場合
中略(明細番号3～199の内容)
「申請前チェック状況．チェック結果数」の値を表示。
申請前チェック状況の、各種「チェック結果数上限超過フラグ」のうち、trueのものが存在した場合は、以下を表示。
・件数の末尾に「以上」と表示
・一部のチェック結果は表示から省略された旨を表示
「申請前チェック結果．明細区分」が「2：不動産突合（物件単位）」である場合、項目名の先頭に「申請物件No.」の文字列を補足。
「申請前チェック結果．明細区分」が「3：会社法人突合」である場合、項目名の先頭に「会社法人等番号」の文字列を補足。
申請前チェック結果の各情報を表示する。
先頭に「明細番号」を、それぞれの内容として、「項目名」及び「チェック結果」を表示する。



· チェック件数上限超過していない場合


商業・法人の手続様式の場合
· エラーの場合
「申請前チェック状況．事前チェックステータス」の値が「"2"：エラー」の場合は、再度申請前チェックを行い、エラーが解消されるまで申請書を送信することができないため、その旨をメッセージに表示する。
商業・法人の手続様式の場合は、チェック結果の文字が「＿」に置き換えられている可能性があるため、その旨を表示する。



· ワーニングの場合
商業・法人の手続様式の場合は、チェック結果の文字が「＿」に置き換えられている可能性があるため、その旨を表示する。
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